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第 ２ 章　　　　気象
　
気温の長期変動
[image: image1.emf]13

14

15

16

17

18

1880 1900 1920 1940 1960 1980 2000 2020

長期変化傾向

気温

５年移動平均

　

大阪管区気象台によると、大阪の年平均気温は長期的に上昇傾向を示しており、100年あたり2.0℃(統計期間：1883～2016年)の割合で上昇しています。100年の上昇幅2.0℃は、気温の平年値で比較すると、大阪(平年値16.9℃)と鹿児島(平年値18.6℃)の差にほぼ相当します。
気温の変動には、地球温暖化の影響や、観測所が都市部にあることによるヒートアイランドの影響があり、さらに数年～数十年程度の時間スケールで繰り返される自然変動が重なっていると考えられます。
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平成28年の気候

年間平均気温　　17.7℃       (平年平均気温　16.9℃)　
(最高気温  38.1℃、最低気温　－3.5℃)

年間降水量総量　1,453.5mm　　(平年年間降水量総量　1,279.0mm)

年間日照時間　　2,127.0時間　(平年年間日照時間　1,996.4時間)
　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
※平年値は1981-2010年の30年間の観測値の平均をもとに算出しています。
(月別の気候)
１月
高気圧に覆われて晴れの日が多くなりましたが、下旬には低気圧が通過して大雨となった日もありました。平均気温は高く、降水量及び日照時間は多くなりました。

　　２月

高気圧に覆われて晴れの日が多くなりましたが、中旬には低気圧が日本海を発達しながら通過した影響で大雨になった日もありました。平均気温は高く、降水量は多く、日照時間はかなり多くなりました。

　　３月

上旬から中頃にかけて高気圧と低気圧が交互に通過し、天気は数日の周期で変わりました。下旬は高気圧に覆われて晴れの日が多くなりました。平均気温はかなり高く、降水量は少なく、日照時間はかなり多くなりました。

　　４月

天気は数日の周期で変わりましたが、上旬と下旬は低気圧や前線の影響で曇りや雨の日が多くなり、中旬は高気圧に覆われて晴れの日が多くなりました。平均気温はかなり高く、降水量は平年並、日照時間は少なくなりました。

　　５月

上旬と下旬は低気圧や前線の影響で曇りや雨の日が多くなり、中旬は高気圧に覆われて晴れの日が多くなりました。平均気温はかなり高く、降水量は平年並、日照時間は多くなりました。

　　６月

上旬は、高気圧に覆われて晴れの日が多くなりましたが、その後は、低気圧や梅雨前線の影響で曇りや雨の日が多くなりました。

平均気温は平年並、降水量はかなり多く、日照時間は平年並となりました。

　　７月

高気圧に覆われて晴れの日が多くなりましたが、上旬の終わりから中旬の中頃にかけて、梅雨前線の影響で曇りや雨の日が続きました。平均気温は高く、降水量は少なく、日照時間は多くなりました。

　　８月

高気圧に覆われて晴れの日が多くなりましたが、雷雨となったところもありました。29日は、上空の寒気と台風第10号の影響で大雨となりました。平均気温は高く、降水量は多く、日照時間はかなり多くなりました。

　　９月

上旬は、高気圧に覆われて晴れた日もありましたが、中旬以降は、前線や湿った空気の影響で曇りや雨の日が多くなりました。なお、20日は台風第16号の影響で大雨となり、大荒れとなった所がありました。平均気温は高く、降水量は多く、日照時間はかなり少なくなりました。

　　10月

中旬は、高気圧に覆われて晴れた日が多くなりましたが、上旬や下旬は、前線や気圧の谷の影響で曇りや雨の日が多くなりました。なお、９日は寒冷前線が通過したため、大雨となった所がありました。平均気温はかなり高く、降水量及び日照時間は少なくなりました。

　　11月

上旬から中旬にかけて、高気圧に覆われて晴れた日が多くなりましたが、下旬は、低気圧や前線の影響で曇りや雨の日が多くなりました。平均気温、降水量及び日照時間は平年並となりました。

　　12月

上旬から中旬にかけては、高気圧に覆われて晴れた日が多くなりましたが、下旬は、低気圧や前線の影響で曇りや雨の日が多くなりました。平均気温は高く、降水量はかなり多く、日照時間は平年並となりました。

[資料：大阪管区気象台「大阪府の気象　平成28年(2016年)年報」参照]
　　　大阪の年平均気温の経年変化(1883～2016年)





変化率：2.0℃/100年





年平均気温(℃)





年





※平年値は1981-2010年の30年間の観測値の平均をもとに算出しています。


※大阪管区気象台は1968年8月に観測場所を移転しました。観測場所により、実際より高めの気温が観測される


ところと、実際より低めの気温が観測されるところがあります。このため、移転前（同年7月以前）のデータにつ


いては、移転によるこれらの影響を除去するため、観測値に補正を行い、上記のグラフの統計値としています。





[資料：大阪管区気象台]





平均気温（月・平年）と降水量（月・平年）の関係（平成28年）





[気象庁　表2-2　参照]








